
「売りたい」ではなく「消費者目線」
ミモレ編集部、ミモレ編集室のみなさんの
バッグの使用レポートでは、するどい消費者
目線や、すばらしい表現力、提案力、に感動
しました。
つい「売りたい」が前に出てしまうところ、
あこがれ感やほどよいリアル感が伝わる、
情緒的な訴求ができました。

コミュニケーション事業第二部 からメディアの最新ニュースをお届けします！

2021年
11月11日

お問い合わせ：講談社 第二事業局 コミュニケーション事業第二部 亀山 TEL：03-5395-3641 FAX：03-3945-9128 Mail：h-kameyama@stf.kodansha.co.jp

売れる、かなえる、寄り添える

受注累計

10,000 個突破
〔ミモレ編集室〕の声が起点となって誕生した
365日使いたいシーンレストート「エブリディバッグ」

https://mi-mollet.com/category/special-felissimo

ご担当者のから届いた声

第2弾コラボ決定
2022年春発売予定

〔ミモレ編集室〕と共創 みんなの欲しいが詰まった
コラボバッグが完成

オンラインサロン〔ミモレ編集
室〕メンバーにバッグへのニーズ
をヒアリング

シチュエーション・
用途ごとに変える必要
性を減らし、
毎日のお出かけに寄り
添えるようなバッグ
365日使える
「エブリデイバッグ」
が誕生。

徹底的な
プロモーション

ミモレ編集部員・
〔ミモレ編集室〕

メンバーが『お試し』

受注累計個数は2021年10月末時点

細部までのリアルニーズ
普段の社内企画では出てこないような、細か
いリアルニーズの意見が聞けたことで、すご
くお客さまの実際の使用感に寄り添った提案
に繋がりました。


